
平成２３年度 第２号（６月） 

ごあいさつ：５月に防災ニュース第１号として、食料・飲料水とトイレパック備蓄のすすめを

お届けしましたが、お読みいただけましたでしょうか？ 今回はもう一歩踏み込んで「政府

発表」や「東電情報」では得られない本音情報で、防災について考えてみます。一昨年確

か「ごみの鉄人」を招いた講座がありましたが、今回は「私たち自治会理事」が、当地域の

「防災の鉄人」にいろいろ聞いてみました。 

これは「青葉区ガイドマップ防災マップ」といって基本中の基本情報。必ず１家に１冊ある

はずだが、無かったら自治会館に置いてあるので、取りに来て家族全員で見て欲しい。 

まず裏面の絵図を見て欲しいんだが どこかでは見た記憶があるんですが・・・・ 

どこがポイントなの？ 
全部大切だがまずは地震時３原則が大切。１．わが身の安全、

２．火の始末、３．となり近所の助け合い。下図が基本。 

家に留まれる場合 家に居れない場合 

← 自助 → ← 共助 → ← 公助 → 

１．自分の

安全 

２．家族の

安全 

３．火等の

始末 

４．隣近所の

助け合い 

５．いっとき避難

場所での支え合い 

６．防災拠点や広域

避難場所への避難 

７．知 人 親 戚

宅への避難 

それぐらい知ってるわ！ 
まあ待ちなさい。もう少し全体の流れから考えてみましょう。

まずは下図を見て下さい。 

３月１１日の東日本大震災のとき、自宅に居られた皆さんはどんな行動をしましたか？ １．自分の

安全確保、２．（自宅にいる場合の）家族の安否確認、３．火等の始末・自宅被害状況の確認・・・・

更に外出中の家族の安否確認、親戚・知人との連絡・・・だったのでではないでしょうか 

そういえば昨年だったか「いっとき避難場所訓練」がありましたが、どんな場合にいっとき避難場所に行くのか

わからないとか、実際の災害の場合いっとき避難場所を使わない場合があるのではとか、急な坂があるので行

くのに困難であるとかの意見が出ましたが・・・ 

裏面の図で右上の「避難する」から→は「いっとき避難場所」「広域避難場所」「震災時避難場所

（地域防災拠点）」の３か所に出ているね。これが答え・・・。ここは上図の「共助」に当たる部分

で、ある意味でここが一番大事な行動じゃ。あなたは３月１１日に隣家や前の家に安否の声かけを

しましたか？また隣近所の家から声が掛かりましたか？これが出来てこそのいっとき避難場所！ 

いっとき避難場所は場所も重要ですが、むしろ隣近所の助け合いの行動そのものを指すのですね 

ところで私のところの地域防災拠点は美しが丘中学校と聞いた覚えがあるんですが・・・ 

この地域の住民は自分の地域防災拠点は知っているハズだが、念のため防災マップでは・・・ 

中部自治会では班

ご と に 拠 点 が 決

まっていて、１～１０

班が美しが丘小学

校、１１～４３班が美

しが丘中学校。 

何？自分の班が分

からない？ 

＼(゜ロ＼)ココハド

コ? (／ロ゜)／アタ

シハダアレ? 

拠点については、昨年の訓練のとき、美小が拠点だが美中の方が便利である、坂を上って遠い美

中に行くより私は元小に行く、といった声があったのですが・・・ 

まずは裏面の震災時避難場所（地域防災拠点）の図（右図）

を良く見て欲しい。拠点の主な機能は「食料、水、救援物資

などの配布場所」「生活情報の提供場所」「家が崩壊した方

の一時的な生活場所」「家族の安否確認」です。 

遠いとか上り坂であるとかだが、家に居られない場合の生活場所で常時行き帰りする所ではな

いため、自分の定められた拠点を利用して欲しい。もちろん緊急に助けを乞う場合など近くの

拠点を頼ることはできるが、基本的には「自分の拠点」は守って欲しい。 

更にもっと重要な理由は、拠点は「公助」であるとい

うこと。自分たちや近所では対応出来ない時、国や

市からの援助を得るところです。例えば「安否確認」

という仕組みがあり、他の拠点に行ってしまうと、今

回の東日本大震災でも多くの例があったように「行

方不明者」となってしまい、結果として親戚知人など

に心配をかけてしまいます。滅多には無いでしょうが 

そうだったんですか。 

ところで、防災拠点には何があるの？とか、東海地震のときの被害予測とか、備蓄飲料は３日で大

丈夫？とか、怪我した時どこに行けばよいの？とか、まだまだ疑問が一杯あるんですが・・・ 

わしも今年目出度く後期高齢者！疲れたのでまた来月にしておくれ(^O^) 




